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くらしの道具と生活の知恵

  旧女良小学校校舎を転用した収蔵展示施設、氷見市

文化財センターでは、氷見市立博物館が開館準備のこ

ろから 40 年以上かけて収集してきた、たくさんの民

具を収蔵展示しています。

  民具とは、衣食住や生業など、私たちが毎日の暮ら

しのなかで使っている、様々な道具のことをいいます。

昭和 30 年代ごろまでは、日常生活に使われる多くの

道具類は、その地域の職人の手によって作られ、また

使い手自らが手作りをして、日々の暮らしに役立てて

きました。

  氷見市文化財センターで収蔵している民具には、国

の登録有形民俗文化財「氷見及び周辺地域の漁撈用具」

をはじめとする漁業関連資料のほか、農作業に使われ

た農具類、衣食住に関する用具、職人が使った独特の

道具類など、いろいろなものがあります。これらの民

具は、氷見地域でくらしを営んできた人びとの昔の生

活の様子を知る大切な資料であり、モノに込められた

知恵や工夫を現代の私たちに教えてくれます。

  また旧体育館では、氷見の定置網漁に欠かせない存

在だった網取り船ドブネの 1/２スケールの復元模型、

ドブネと同じく日本海沿岸地域特有の造船技法「オモ

キ造り」で建造された神通川流域のササブネと若狭湾

のトモブトを収蔵しています。そのほか、富山湾東部

の朝日町から西部の氷見市、能登半島外浦にかけての

海船、十二町潟や庄川上流の川舟など、地域の生業を

支えた多彩な和船を公開しています。

氷見市文化財センター（旧女良小学校）

神通川流域のササブネ

若狭湾のトモブト（左）と氷見のドブネ（右）


